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 【論文題名】 
Time Course of Quality of Life Improvement Between Resection Arthroplasty and 
Metatarsophalangeal Joint-Preserving Forefoot Arthroplasty for Rheumatoid Arthritis 
関節リウマチによる前足部変形に対する切除関節形成術及び MTP 関節温存術術後の QOL 改善におけ
る時間経過 
 【研究目的】   
関節リウマチ(RA)に対する治療は薬物治療が中心となり、タイトコントロールと目標達成に向けた












 【研究方法】   
関節リウマチ基幹病院である国立相模原病院において RA 前足部変形に対して 2014 年から 2017 年





(SAFE-Q)を調査した。画像評価としては単純レントゲン上の術前後外反母趾角、第 1・第 2 中足骨
間角、第 1・第 5 中足骨間角、種子骨偏位度を調査した。また術後合併症(創傷治癒遅延、有痛性胼
胝再発、矯正損失、切除群では骨性強直、温存群では骨切り部の偽関節)も評価した。以上の項目を
2 つの手術方法で比較検討したが、JSSF scale、画像評価は術前、最終経過観察時で比較し、主観
的指標は術前、術後 3/6/12 カ月で比較検討した。 
切除関節形成は 11例 15 足に実施され MTP 関節温存術は 29例 36 足に実施された。切除関節形成術
は中足骨頭のみを切除する方法を使用し、MTP 関節温存術は母趾は水平骨切り術、2-5 趾は中足骨遠
位斜め骨切り術を実施した。両術式共に術後 3 週でワイヤーを抜去し ROM 訓練を開始し、6 週で前
足部荷重を許可した。 
統計ソフト JMP 9.0.2 を使用し両群の比較には Student (Welch) t test、カイ二乗検定を使用し、
スコア改善度には paired t test を使用した。主観的指標における改善の時間経過には線形回帰分
析を使用した。 
 【研究成績及び考察】   
患者背景因子では関節温存群で手術時年齢が若年傾向であり、RA 関連因子では関節温存群で MTX
投与量が多かった。患者背景因子、RA 背景因子の他項目においては有意差を認めなかった。術前後
JSSF scale では術前は両群で有意差はなく、術後両群で有意に改善したが、hallux 並びに lesser 
scale 共に最終経過観察時では温存群で有意に高かった。術前後画像指標では、術前では両群で有
意差はなかったが、術後第 1・第 5中足骨間角において温存群で有意に小さく良好であった。主観
的指標では、術前、術後 12 カ月では各項目共に有意差はなかった。術後 3カ月では「身体機能・日
常生活の状態」、「社会生活機能」、「靴関連」の項目において温存群で有意に高かったが、術後
6 カ月では切除群で「痛み・痛み関連」の項目が有意に高かった。また各項目において温存術では
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て重要視される Patient Reported Outcome の経過の違いを明らかにした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
